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2024年度 一般選抜中期日程 〔経済学部〕国際商学科 英語 

出題の意図と解答の傾向 

 

 

 I （１６０点） 

英語を実際に使用する能力が身についているかを見るために、設問もすべて英語とした。 

 

問１（５点） 

【解答】 

ｃ）amounts of money 

 

問２（５点） 

【解答】 

 ｃ）personal relationship 

 

【解答の傾向】 

ａ）、ｄ）の誤答が多かった。比較級の理解が不十分だった。 

 

問３（３０点） 

【解答例】                                     

加えて、ビジネスを始めるときにかかる費用の多くはインフルエンサーに適用されません。

多くのインフルエンサーが自宅から仕事をしていてオフィススペースを賃貸したりしなくて

いいからです。 

 

【解答の傾向】 

・additionally「付け加えると」、「さらに言うならば」は、ほとんどの生徒ができていた。 

・many of the costs that apply to starting a business の部分が主語となり、that 

apply to starting a business の部分が many of the costs を修飾する形になるはずであ

るが、この構造が把握できていない人が相当数いた。                               

・apply to は２か所あるが、「～を用いる」、「～に当てはまる」、「適用される」などが正し 

 い訳語となろう。この表現が正確に訳出できていた解答は少なかった。「申し込む」、「適応 

する」、「必要ない」、「使われない」という誤訳が散見された。                 

・influencer は職業としてみるインフルエンサーのことであるから片仮名でかまわないが、 

「影響者」などとしている答案もいくつかあった。                        

・as many work from home の as は理由を表す as であるが、「～のように」、「～として」、

「～と同じように」としたものが多く見受けられた。さらに、many は代名詞、work は動詞

なので、「多くの人が家から仕事をするので」となるはずであるが、「多くの仕事」と解釈

した人が多かった。 
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問４（３０点） 

【解答】                                     

ｂ）sort out 

 

【解答の傾向】                                  

move out の誤答が多かった。 

 

問５（３０点） 

【解答例】                                     

インフルエンサーは、自分の仕事が利益を生むようにするために戦略を立てて一生懸命取り 

組む必要があります。  

 

【解答の傾向】 

 ・strategize の訳が間違っている、もしくは訳を落としている（書かれていない）。 

 ・strategize の誤訳として、次の言葉がよく見られた（それぞれ２人ずつ程度見られた）： 

  素直な、疑いを持ち、直感的に、企業と関係を持ち、前向きになって、昇進し、ストレー 

トになり、貯蔵し、集中し、簡略化し、集客し、分析し、つながり、構築し、容量、忍耐 

強く、貯金する、宣伝、派手さ、強く主張し、真面目に、突き進み、奇妙で、粘り強く、 

など。 

 ・make sure の訳に次の傾向が見られた： 

仕事を確立するために、確信するために、理解させる、明らかにする、気づく、など。 

 ・turning profit を「利益の見返り」とする解答がいくつかあった。 

 ・influencer need to strategize までを区切りとして訳文する解答が目立った。例えば、 

「インフルエンサーは戦略を立て、自分の仕事が利益を生むようにするために一生懸命取 

り組む必要があります。」 

 

問６（３０点） 

【解答】                                     

（ａ）in  （ｂ）has （will、would、may は５点）  （ｃ）to 

 

【解答の傾向】                                 

（ａ）up という誤答が多い。その他に、large、more、the などの誤答がある。 

（ｂ）also という誤答が多い。その他に、being、is、comes などの誤答がある。 

（ｃ）正答率は高い。as、for、with などの誤答がある。 
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問７（３０点） 

【解答】                                      

④ as   ⑦ become (became は５点) 

 

【解答の傾向】                               

（become、becomes)という組み合わせの誤答が４割あった。 

④ influencers、stronger などの誤答がある。 

⑦ 選択肢にはない became という誤答が数少ないが見られた。その他に、competition、more

などの誤答がある。 

 

問８（２５点） 

【解答】 

 ｂ 

 

【解答の傾向】 

正答率は低い。（ｅ）の誤答が多かった。 

 

 

 

 II （４０点） 

【解答】 

１． ① questioning  ② them（anything は５点、ideas は２.５点) 

   ③ keep  ④ in 

 

【解答の傾向】 

①・② の正解は、「questioning them」１０点。 

Questioning-５点／them-５点。似た意味で可能な解答は、部分点を採用。 

questioning ideas、questioning anything、questioning these-、questioning that な

ど。また「describing them」も会話の流れで意味が通じるので、describing は２.５点、

them は５点として採点(合計７.５点)。describing them、describing detail など。 

③・④ の正解は、keep in mind であり、「keep in」１０点。keep-５点／in-５点。 

しかし、多数の解答者が keep our mind という解答をしており、会話の流れが不自然ではな

いので、keep our-７.５点とした。特に、正解者の 4割近くが keep our と解答していた。 
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【解答】                                             

２. ⑤ interested  ⑥ in (about は、２.５点) 

      ⑦ stand  ⑧ out 

 

【解答の傾向】 

⑤・⑥ の正解は、「interested in」１０点。interested-５点／in-５点。 

be interested in は中学英語の熟語であるため、正解率は高かった。 

⑦・⑧ の正解は、「stand out」１０点。stand-５点／out-５点。 

stand apart は７.５点として採点。 

  また「keep running」も会話の流れで意味が通じるので、keep は５点 running は５点とし

て採点(合計１０点)。 


